
平
成
十
九
年
七
月
三
日
提
出

質
問
第
四
七
七
号

安
倍
首
相
の
「
旧
日
本
軍
に
よ
る
真
珠
湾
攻
撃
と
米
軍
に
よ
る
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
」
に
対
す
る
認
識
に
関
す

る
質
問
主
意
書
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出

者

辻

元

清

美
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安
倍
首
相
の
「
旧
日
本
軍
に
よ
る
真
珠
湾
攻
撃
と
米
軍
に
よ
る
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
」
に
対
す
る
認
識
に
関
す

る
質
問
主
意
書

一
九
九
四
年
の
第
四
九
回
国
連
総
会
で
、
核
兵
器
使
用
の
国
際
法
上
の
違
法
性
に
つ
い
て
、
国
際
司
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）

の
勧
告
的
意
見
を
要
請
す
る
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
決
議
を
受
け
、
一
九
九
六
年
七
月
国
際
司
法
裁
判
所
は
、
「
核
兵
器

の
使
用
・
威
嚇
は
、
一
般
的
に
国
際
法
に
違
反
す
る
」
と
い
う
勧
告
的
意
見
を
示
し
た
。
こ
の
勧
告
的
意
見
は
法
的
拘
束
力
を

持
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
権
威
あ
る
国
際
法
廷
が
「
核
兵
器
は
一
般
的
に
国
際
法
に
違
反
す
る
」
と
の
判
断
を
下
し
た
意
義
は

大
き
い
。

と
こ
ろ
が
久
間
章
生
防
衛
大
臣
は
、
一
九
四
五
年
八
月
に
米
軍
が
日
本
に
原
爆
を
投
下
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

（
一
）

「
（
米
国
は
）
日
本
が
負
け
る
と
分
か
っ
て
い
る
の
に
、
あ
え
て
原
爆
を
広
島
と
長
崎
に
落
と
し
た
。
こ
れ
な
ら
必

ず
日
本
も
降
参
し
、
ソ
連
の
参
戦
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
考
え
だ
っ
た
。
」

（
二
）

「
間
違
え
ば
北
海
道
ま
で
は
ソ
連
に
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
」

（
三
）

「
無
数
の
人
が
悲
惨
な
目
に
あ
っ
た
が
、
あ
れ
で
戦
争
が
終
わ
っ
た
ん
だ
と
い
う
頭
の
整
理
で
」

（
四
）

「
今
し
ょ
う
が
な
い
な
と
思
っ
て
い
る
。
」

一



と
発
言
し
た
（
毎
日
新
聞
二
〇
〇
七
年
七
月
一
日
朝
刊
）
。

久
間
防
衛
大
臣
の
発
言
に
対
し
て
は
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
そ
の
も
の
を
容
認
す
る
も
の
で
は
な
い
か
、
と
被
爆
者
の
方
々

か
ら
怒
り
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
久
間
防
衛
大
臣
は
、

（
五
）

「
日
本
が
早
く
戦
争
を
終
わ
ら
せ
て
い
れ
ば
、
こ
う
し
た
悲
劇
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
、
為
政
者
が
い

か
に
賢
明
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
大
切
か
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
か
っ
た
」
と
発
言
の
真
意
を
説
明
し
た
。

こ
れ
に
対
し
安
倍
首
相
は
、
「
米
国
の
考
え
方
に
つ
い
て
紹
介
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
発
言
し
、
久
間
防
衛
大
臣
の

発
言
を
問
題
視
し
な
い
姿
勢
を
示
し
た
（
毎
日
新
聞
二
〇
〇
七
年
七
月
一
日
朝
刊
）
。

ま
た
、
七
月
一
日
に
行
わ
れ
た
党
首
討
論
で
、
「
同
盟
は
対
等
の
関
係
。
主
張
す
べ
き
こ
と
は
主
張
し
、
米
国
に
謝
罪
を
求

め
る
べ
き
だ
」
と
い
う
小
沢
民
主
党
党
首
の
発
言
に
対
し
、

（
六
）

「
謝
罪
要
求
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
す
よ
り
、
核
廃
絶
に
全
力
を
挙
げ
る
」

（
七
）

「
小
沢
さ
ん
は
自
民
党
幹
事
長
時
代
に
当
時
の
海
部
俊
樹
首
相
に
米
国
へ
謝
罪
を
求
め
る
べ
き
だ
と
言
っ
た
の
か
」

と
述
べ
た
。

二
〇
〇
七
年
八
月
九
日
、
長
崎
で
は
被
爆
か
ら
六
一
年
目
の
「
長
崎
原
爆
の
日
」
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
一

二



連
の
慰
安
婦
問
題
を
め
ぐ
る
安
倍
首
相
の
発
言
か
ら
、
日
本
が
戦
前
回
帰
に
向
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
懸
念
す
る
声

が
ア
メ
リ
カ
世
論
で
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

米
国
世
論
に
は
、
「
旧
日
本
軍
に
よ
る
真
珠
湾
攻
撃
が
な
け
れ
ば
原
爆
投
下
も
な
か
っ
た
」
と
い
う
考
え
方
が
い
ま
も
根
強

い
。
二
〇
〇
五
年
の
米
国
内
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、

（
八
）

広
島
と
長
崎
の
原
爆
投
下
を
「
支
持
す
る
」
と
答
え
た
人
が
五
七
％

と
い
う
結
果
も
出
て
い
る
。

し
か
し
一
方
で
は
、
真
珠
湾
攻
撃
も
原
爆
投
下
も
、
人
道
的
見
地
か
ら
間
違
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
も
支
持
さ
れ
て
い

る
。
安
倍
首
相
の
真
珠
湾
攻
撃
と
原
爆
投
下
に
対
す
る
認
識
、
お
よ
び
平
和
構
築
に
向
け
た
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
急
務

で
あ
る
。

従
っ
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

《
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
》
に
つ
い
て

�

久
間
防
衛
大
臣
は
こ
の
勧
告
的
意
見
を
知
っ
て
い
る
か
。

�

安
倍
首
相
は
こ
の
勧
告
的
意
見
を
知
っ
て
い
る
か
。

三



�

日
本
政
府
は
こ
の
勧
告
的
意
見
を
承
認
し
て
い
る
か
。

二

《
真
珠
湾
攻
撃
》
に
つ
い
て

�

旧
日
本
軍
に
よ
る
真
珠
湾
攻
撃
は
、
当
時
の
日
本
と
し
て
は
正
し
い
選
択
だ
っ
た
の
か
。
や
む
を
え
な
か
っ
た
の
か
。

間
違
っ
た
選
択
だ
っ
た
の
か
。
安
倍
首
相
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

旧
日
本
軍
に
よ
る
真
珠
湾
攻
撃
が
、
広
島
・
長
崎
県
民
に
多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
原
爆
投
下
に
関
連
し
て
い
る
と

考
え
る
か
。
安
倍
首
相
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

旧
日
本
軍
に
よ
る
真
珠
湾
攻
撃
が
、
沖
縄
県
民
に
多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
沖
縄
戦
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
る

か
。
安
倍
首
相
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

《
発
言
（
一
）
〜
（
四
）
》
に
つ
い
て

�

安
倍
首
相
は
、
こ
れ
ら
の
発
言
は
久
間
防
衛
大
臣
が
「
米
国
の
考
え
方
に
つ
い
て
紹
介
し
た
」
と
い
う
認
識
か
。
そ
れ

と
も
、
久
間
防
衛
大
臣
自
身
の
考
え
方
で
あ
る
と
い
う
認
識
か
。
（
一
）
〜
（
四
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
答
え
ら
れ
た

い
。

�

久
間
防
衛
大
臣
自
身
の
考
え
方
で
あ
る
な
ら
ば
、
安
倍
首
相
は
久
間
大
臣
と
同
じ
考
え
方
か
。
（
一
）
〜
（
四
）
の
そ

四



れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
答
え
ら
れ
た
い
。

�

久
間
防
衛
大
臣
自
身
の
考
え
方
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
は
政
府
の
公
式
見
解
か
。
（
一
）
〜
（
四
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
答
え
ら
れ
た
い
。

四

《
発
言
（
五
）
》
に
つ
い
て

�

安
倍
首
相
も
ま
た
、
「
日
本
が
早
く
戦
争
を
終
わ
ら
せ
て
い
れ
ば
、
こ
う
し
た
悲
劇
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
事

実
」
と
考
え
る
か
。

�

安
倍
首
相
は
、
一
九
四
五
年
七
月
二
六
日
に
出
さ
れ
た
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
つ
い
て
、
す
み
や
か
に
受
諾
す
べ
き
で
あ
っ

た
と
い
う
認
識
か
。
ま
た
当
時
の
政
府
が
す
み
や
か
に
受
諾
し
な
か
っ
た
理
由
は
何
で
あ
る
と
考
え
る
か
。

�

安
倍
首
相
は
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
が
、
日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
す
み
や
か
に
受
諾
す
る
上
で
戦
略
上
不
可
欠
で

あ
っ
た
、
と
ア
メ
リ
カ
が
考
え
て
い
た
と
い
う
認
識
か
。
ま
た
、
安
倍
首
相
自
身
も
同
じ
認
識
か
。

�

「
日
本
が
早
く
戦
争
を
終
わ
ら
せ
て
い
れ
ば
、
こ
う
し
た
悲
劇
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
」
と
い
う
の
は
政
府

の
公
式
見
解
か
。

�

安
倍
首
相
は
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
が
戦
争
終
結
を
早
め
、
よ
り
多
く
の
米
国
人
の
命
を
救
っ
た
と
い
う
認
識
か
。

五



�

安
倍
首
相
は
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
が
戦
争
終
結
を
早
め
、
よ
り
多
く
の
日
本
人
の
命
を
救
っ
た
と
い
う
認
識
か
。
そ

れ
と
も
犠
牲
者
を
増
や
し
た
と
い
う
認
識
か
。

五

《
発
言
（
六
）
》
に
つ
い
て

�

安
倍
首
相
は
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
、
全
力
を
挙
げ
て
核
廃
絶
要
求
を
し
て
い
く
の
か
。

�

安
倍
首
相
は
、
イ
ン
ド
に
対
し
、
全
力
を
挙
げ
て
核
廃
絶
要
求
を
し
て
い
く
の
か
。

六

《
発
言
（
七
）
》
に
つ
い
て

�

安
倍
首
相
は
、
ア
メ
リ
カ
は
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
に
つ
い
て
「
謝
罪
す
べ
き
」
と
い
う
認
識
か
。

�

安
倍
首
相
は
、
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
に
謝
罪
要
求
を
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。
し
た
と
す
れ

ば
、
ア
メ
リ
カ
は
ど
の
よ
う
な
回
答
を
し
た
か
。
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
し
な
い
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

安
倍
首
相
は
、
今
後
ア
メ
リ
カ
に
対
し
謝
罪
要
求
を
行
う
か
。

�

小
沢
民
主
党
代
表
が
自
民
党
幹
事
長
時
代
に
ア
メ
リ
カ
に
謝
罪
要
求
を
し
た
、
も
し
く
は
謝
罪
要
求
を
す
べ
き
と
首
相

に
提
言
し
た
と
い
う
事
実
が
な
け
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
謝
罪
要
求
を
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
認
識
か
。
同
発
言
に
お

け
る
、
安
倍
首
相
の
真
意
を
示
さ
れ
た
い
。

六



七

《
米
国
内
の
世
論
調
査
（
八
）
》
に
つ
い
て

�

安
倍
首
相
は
、
同
調
査
結
果
を
承
知
し
て
い
る
か
。

�

安
倍
首
相
は
、
「
半
数
以
上
の
米
国
民
が
原
爆
投
下
を
支
持
し
て
い
る
」
と
い
う
結
果
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し

何
ら
か
の
働
き
か
け
を
し
て
い
く
の
か
。

右
質
問
す
る
。

七


